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農業気象測器に関する研究　第2報
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1．　fま　　じ　　め　　に

　農作物を研究対象とする人々にとって，農作物の環境

を適確に測定し，評価することは，きわめて重要なこと

である．近年，物理，化学的測器の進歩によって，外界

諸条件の測定は，精密に行われるようになった．だが，

それにもかかわらず，作物の反応や，生活をとおして，

外界の条件を評化する方法1）・2）（広い意味でのPhyto－

meter　method）は確立されていない．

　農業気象学の分野では，環境に対する理解のしかたは，

きわめて単純で，農作物にあたえる外界の諸条件の関係

（action）だけが，　取り扱われる傾向にあった．し．たが

って・環境測定の方法も，また単純なone　factor主義

であった．このような方法は，気象環境としての，一面

をとらえることはできても，農作物の環境構造（ecO

system）として，全体を理解することはできない．近

年・生態学の分野では，micro　habitatあるいはmicro

enVirOnmentに注意がむけられてきた4）．これは結局，

環境の理解のしかたどして，環境作用の面だけではな

く，環境形成作用（reaction）が注目されるようになっ

てきたからではないかと思う．農業気象でも，微気象の

研究が活発になってきたが，これは，必らずしも，生態
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学でいう，環境観と同じものか疑問である．いずれにし

ても，農業気象の測器に関する研究は，より生態的な角

度から進めなければならないことは，いうまでもない．

このような分野を開拓するためには，植物生態を研究す

る者と，測器の専門家との協力なしにはできないことで

ある．今回の研究は，先に発表した，三寺，上利5）の，

自然状態において，土壌水分と地中温度を同時に測定す

るための装置の研究に引続き，農地の乾湿状態を測定す

る装置の研究である．ここで第2報としたのは，三寺・

上利の研究を第1報としたためである．

2　土壌乾湿測定装置

　農地の土壌水分の測定方法は，数多くあるが・これら

の測器では，農地の土壌水分の分布を推定するには・き

わめて困難である．それは結局，自然状態のままで測定

することができないということからきている．

　われわれの土壌乾湿測定の装置は，農地の水分状態を

短時間に知る目的のためと，また，農地の水分収支を自

働的に知るための2つの目的をもたせている．今回は・

第1の目的である，水分分布の測定について述べ，第3

報で，第2の目的である，水分収支の自働装置について

報一告する考えである．
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第1図
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土壊水分測定装置および配置図
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第1図で示した装置の原理は，人工的に，圃場容水量

（丘eld　capacity）をっくり，この装置の中に，三寺，上
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利が考案した，水分計を挿入すると同時に，農地の他の

場所にも水分計を配置しておき，水分計を同時に作働さ

せることによって，各場所のノk分が圃場容水量にくらべ

て，どの位乾燥しているかを知ることがてきる．く）し水

分計が多くない場合には圃場容水量の測定に使用してい

る以外の1個の水分計を，移動させることによって，土

壌水分の分布状態を知ることができる．この方法によれ

ば旦eldが異なった場合でも（土壌が異なる場合）いち

いち，水分計の読みと，土壌水分についてcalibration

を行な2。）なくてもよいのてある．次に原理図（第1図）

について，説明する，図中で（1），（2），（3）は，土壌水分計

である．水分計の読み取りは，thermometer　selector

l7），を通してtemperature　indicator（8），で読むこと

ができる．またthermometerselectorの1．2．3．
は水分計（1），（2），（3）に対応「している．切替スイッチで

ある，またtemperatureindicatorの（9）はrange
selectorである，⑯は，水分計を作働させるために使用

される，　12voltのbatteryである．αDは，heater

regumtor，働はmilli－ammeterで，これは，水分計を

作動させるために，一定の電流を送らなければならない

が，一定の電流が，流れているかどうかを知るために使

用される，⑬は，水分計（1），（2），（3）を加熱する際の熱

源切替スイッチである．

　次に（6）は，soil　tankである，（5）は，soil　tankの

水位（破線で示した位置）を常に一定に保つための装置

としてmotor　cycle用のcarburetor　Hoat　chamber

を応用『した．ゆは水槽で，その中にHoatを浮べてあ

る部分，recordinginstmmentである．またαのは，

recording　drumである，　ここでは1口捲の時計を使
用した．

　われわれは，圃場容水量を人工的に，つくりだすため

に，蒸発散計（evapotranspirometer）を利用した．

蒸発散計につ流．・ては，多くの研究があるが，ここでは，

一応，水槽の大きさ1、よサイフオン型自記雨量計のイ）のと

同じ革）のを使用した．またsoiltankは，直径、20cm，

深さ50cmの荏、のを使用した．この容量は，一般には小さ

すぎるけれど尾），研究費の点から，これ以上の《、び）は，

望めなかった．

る条件のもとで含みうる一定の水分量に達すると，移動

　　りはきわめて不活発となる．これを，ここでは，安定した

状態と考えることにした．この点をたしかめるために一

定の深さに，水分計を挿入して，その読みで確かめるこ

とができる．また蒸発散は，地温の影響を受けるので，

この水分計で，地温も測定「して，圃場の地温を比較す

る，次に水分が安定し．たときに，初めて自記紙（この場

合は，サイフオン型自記雨量計用のもの）をrecording

drumにとりつけ，Hoatにとりつけたペンによって記

録させばよい．もし測定期問中に降雨があった場合は，

当然，soil　tankの中に入ってくるので，水位は上昇す

る，したがって，この量を排水しないと，降雨が止んだ

後，ただちに作動しないので，始めにきめた水位にあわ

せて，soil　tankのわきにガラス管をとりつければ，水

位の上昇した部分の水は排除される．この排水された量

ほ，水位を隔測記録する方法11）によって記録することが

できる．または第2図に示すように，ガラス管の内側に
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5．野　外　実　験

　第1図は，江戸川のヨシ（Ph「agmites　communis）

群落の乾湿状態の測定に使用した配置図である．使用方

法は，まず水槽に水を入オ・．る，次にsoil　tankを土中

にうめ，ビニール管で水槽と，Hoat　chamberとSoil

tankを連結させる．次に水位を適当に，きめるため

に，水槽の位置を変えることによって，調節する．水位

がきまったら，soiltankをうめるときに，ほりおこし．

た，土壌と植物（この場合ヨシ）をねnkの中へ静か

に入れる，この繰作が一応終れば，土壌は，毛管作用に

よって，水位面から，地表面えと移動を始めるが，あ
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第2図　滲透水測定装置

　ろ

璽第3図　滲透水測定装置（水銀）

白金線を等間隔にとりっけて，水位の増加にょってリー

クし，グリッドはカソードと同電位となり，真空管のプ

レート，回路に入れてあるリレーが作動し次の位置に切

換えられるので，水位の位置は常に切換スイッチの位置

によって追せきしていくことができる．あるいは第3図

で示すような装置にすれば（イ）と（・）間には高抵抗の抵抗線

が封入してあるから，今水の増加によって水銀はイロの

方向に移動する．したがって，イ，ロ図に封入した抵抗

値は減少する，この値を自記記録することによっても可

能である．

　写真は，江戸川のヨシ群落について測定しているとこ

ろである．矢馴1）は，soil　tankを土中にうめた部分

冬天気”　5・1
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水分計用温度計　　定水位用装置

江戸川ヨシ群落中における蒸発散位の測定状況
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第4図　温度上昇と含水量との関係
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で，矢印（2）は，定水位装置，である．第4図は　soil

tankに挿入「した，水分計について3分間一定電流を加

えた場合の温度上昇の値と，含水量の関係を示したもの

である．この実験で圃場容水量としては50％の値で一応

安定している．第5図での自記（8月1日）は，この時

の蒸発散量の変化の様子を示している．第6図は，7月

14日から19日の期間6h～18h　までの時間について，毎

時の値を自記から読み，その時の気温から，蒸発散と気

温の関係をめたものである（図中の点はかさなりあうの

で，その部分は記さない）この関係に関する，数量的な

論議は，今後の資料によって検討したい，土壌水分の分

布については．江戸川が増水していたために，まわりの

土壌は，きわめて湿潤化していたので測定には，不適当

で実施「しなかった．

4．お　わ　り　に

　今回のものは，試作的なものであるために必らずしも，

満足すべき結果は，えられなかったが一応，この方法に

よって・農地の土壌水分を推定するための資料が，えら

れそうに思う．また，蒸発散計は，この目的以外に，農

地の水分収支の測定にも使用できるので，今後の問題と

しては，降水量，給水量，排水量の3要素かタ），ただち

に水分収支計算が自動的にできるような測器を考案する・

と同時に，実用化の段階にまでもっていきたい．

　最後に，この研究で，多くの便宜をいただいた測器研

究部長，応用気象研究部長，研究所工作掛員に感謝した

い，また江戸川のヨシ群落についての野外実験には，千

葉大学，沼田博士にお世話になったので，感謝の意を表

わしたい．
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第5図　蒸発散量の変化（8月1日）
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第6図　蒸発敵と気温との関係
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　Arch．fUr　Met，Geoph．und　Biocli．，S．B．

　Bad．III．P．16．1951．

11）Tsukamoto，K．，S．Tsuneoka　and　K　Taka－

　hashi：A　New　Remote　Rain　Gauge　and　Its
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　Papers　in　Meteorology　Geophysics，VoL　II．
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北海道支部だより

北海道麦部研究発表会

　前日の北・部管区研究会に引き続いて12月6日干前9時から札幌管区気…象台大会議室において第一回北海道支二部研

究発表会が開催された．12月に入って早々道央地方に降った30糎ばかりの雪も連日の暖さにほとんど消えて・陽光

のさんさんと降りそそぐ会場には定刻前より続々と詰めかける北大，農試等の会員をはじめ・前日の長時間にわた

る管区研究会に出席した気象台関係の会員で一杯になった．会場を担当された札幌管区気象台長の開会の挨拶に引

研究き，前日の研究会の指導官および本発表会にわざわざ東京よりおいでを願った畠山理事長の挨拶があり下記の

き続発表に移った．熱心な討論に終始し，午後に入って北大孫野教授および低温研究所の吉田教授の総合報告はス

ライド，図表，原理実験をまじえての名講義，また当支部長，北大巾谷教授の延々2時間にわたる名講演は満堂の

百名を越える聴衆を魅りようし，午後6時30分吉田教授の閉会の挨拶をもって幕を閉じた．

　　（研究発表）　　　記

1
2
3
4

5
6
7
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9
10

11

日射量に関する諸調査

気候，季節，天候の推移の類似性について

降雨量の数値予報（第一報）

海氷の分類について

輻射霧について

ブロッキング活動の研究（第一報）

個々の降水要素から検出した海塩粒子について

雪結晶の過冷却微水滴の捕捉の観測

Fa11－outにおける放射能の大きさによる分布

全天写真解析の一つの試み

空中電位の気象擾乱について

（総合報告）

雲の電気発生機構の基礎実験

岡林俊雄（札幌気象台）

木村耕三（旭川気象台）

井沢竜夫（函館気象台）

千島昭司（網走気象台）

大喜多敏一（北海道学大）

柏原辰吉（札幌気象台）

若浜五郎（北大低温研）

熊井基（北大理学部）

板垣和彦（北大理学部）

樋口敬二（北大理学部）

孫野長治（北大理学部）

肥沼正一（〃）

織笠桂太郎（〃）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孫野長治（北大理学部）

　雷雲の発生機構の主な部分は霰または雷の発生，生長と密接に結び付いていると考えられている．またこの両者

が生長する際の電気発生に関する実験や観測が数多くなされているが結果に不一致が見られる．これは生長の源に

なる過冷却，微水滴自身の電荷に起因する部分もあると考えられるので実験室内および雲中（手稲山頂）で微水滴

の個々の電荷を測って見た．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人工霜を作る装置で水蒸気供結用のビーカーから微水滴があぶくとしてでる時は正負の電気を帯びており・水温

により符号に変化の現われることがわかった．天然の雲では霧雨程度に大きくなると雲粒の電荷が急増することが

わかったがまだ観測値の数は少い．レナード効果も再検討しているが水滴が分裂する際にすでに電場が存在すると

静電誘導のため桁外れに大きな電気を帯びた水滴のできることにも気付いた．

　　積雪の話　　　　吉田順五（北大低温研）

　おもに積雪の，力に対する反応のしかた，すなわち積雪の機械的性質についてお話をしたい．積雪は自重によっ

てたえず沈降してゆくが，このとき積雪にはたらいているカは小さい．このような小さいカのもとでは・積雪は粘

性的ないしは塑性的変形をする．それについて求めた法則を利用すると，毎日観測されている積雪降水量の値か倉）・

積雪の深さ，積雪内での密度の鉛直分布などが計算によって求められる．

　　（特別講演）　　　　グリーンランドの雪と氷　　　中谷宇吉郎（北大理学部）
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